
平
成
三
十
年
五
月
十
一
日
受
領

答

弁

第

二

四

八

号

内
閣
衆
質
一
九
六
第
二
四
八
号

平
成
三
十
年
五
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
森
山
浩
行
君
提
出
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意
に
お
け
る
豚
肉
の
扱
い
に
関
す
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別
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答
弁

書
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送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
森
山
浩
行
君
提
出
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意
に
お
け
る
豚
肉
の
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
の
（
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
（
二
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意
以
前
の
豚
肉
の
差
額
関
税
制
度
」
（
以
下
「
旧
制
度
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
は
、
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
結
果
を
踏
ま
え
、
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
（
平

成
六
年
条
約
第
十
五
号
）
附
属
書
一
Ａ
の
農
業
に
関
す
る
協
定
（
以
下
単
に
「
協
定
」
と
い
う
。
）
第
四
条
�
に
規
定
す
る

通
常
の
関
税
（
以
下
「
通
常
の
関
税
」
と
い
う
。
）
に
転
換
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
（
三
）
に
つ
い
て

ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
結
果
を
踏
ま
え
、
従
来
採
ら
れ
て
い
た
輸
入
制
限
措
置
等
を
通
常
の
関
税
に

転
換
し
た
品
目
は
、
小
麦
、
大
麦
、
乳
製
品
の
一
部
、
で
ん
粉
、
雑
豆
、
落
花
生
、
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
、
繭
・
生
糸
及
び
豚

肉
で
あ
る
。

一



一
の
（
四
）
か
ら
（
六
）
ま
で
に
つ
い
て

旧
制
度
は
、
当
時
の
畜
産
物
の
価
格
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
毎
会
計
年
度
定
め
ら
れ
る
安
定
基
準
価
格
及
び
安
定
上
位
価
格
を
基
に
定
め
ら
れ
る
基
準
輸
入
価
格
を
用
い

て
、
関
税
の
率
が
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
当
該
関
税
の
率
は
年
度
ご
と
に
変
わ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
協
定
第

四
条
�
の
注
に
規
定
す
る
「
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
通
常
の
関
税
以
外
の
国
境
措
置
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

他
方
、
御
指
摘
の
「
現
在
の
関
税
暫
定
措
置
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
豚
肉
の
差
額
関
税
制
度
」
（
以
下
「
現
行
制
度
」

と
い
う
。
）
は
、
一
定
の
基
準
輸
入
価
格
を
基
に
定
め
ら
れ
る
分
岐
点
価
格
を
境
に
、
分
岐
点
価
格
を
超
え
る
豚
肉
に
あ
っ

て
は
従
価
税
を
課
し
、
分
岐
点
価
格
以
下
の
豚
肉
に
あ
っ
て
は
従
量
税
を
課
す
と
と
も
に
、
分
岐
点
価
格
の
前
後
で
課
税
後

の
価
格
が
逆
転
し
な
い
よ
う
関
税
の
率
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
関
税
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。

二
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て

ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
一
部
の
国
か
ら
、
旧
制
度
が
最
低
輸
入
価
格
を
設
け
た
輸
入
制
限
的
な

制
度
で
あ
る
旨
の
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
変
更
を
求
め
ら
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
旧
制
度
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
ガ
ッ
ト

二



・
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
当
該
国
を
含
め
た
関
係
国
と
交
渉
の
上
、
協
定
に
整
合
的
に
な
る
よ
う
見
直
し
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
の
（
三
）
に
つ
い
て

現
行
制
度
に
お
い
て
は
、
旧
制
度
か
ら
引
き
続
き
、
高
価
格
の
部
位
の
豚
肉
と
低
価
格
の
部
位
の
豚
肉
と
を
組
み
合
わ
せ
、

こ
れ
ら
の
豚
肉
を
一
括
し
て
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
課
税
価
格
を
算
出
し
て
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
準
輸
入
価
格
未

満
の
価
格
の
豚
肉
を
輸
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
「
最
低
輸
入
価
格
を
設
け
た
輸
入
制
限
的
な
制

度
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
講
演
」
に
係
る
事
実
関
係
の
詳
細
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
旧
制
度
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
二
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
ガ
ッ
ト
・
ウ

ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
関
係
国
と
交
渉
の
上
、
協
定
に
整
合
的
に
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三


